
 

筆
者
（
源
）
は
、
本
章
に
お
い
て
渡
辺
正
氏
所
蔵
資
料
の
内
、「
兵
要
地
誌
に
関
す

る
資
料
」
に
つ
い
て
解
題
を
試
み
た
い
。「
兵
要
地
誌
」
の
内
容
は
、
一
般
読
者
に
と

っ
て
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
兵
要
地
誌
（
理
）（M

ilitary  

G
eography

）（
１
）
は
、
基
本
的
に
戦
略
・
作
戦
と
結
び
つ
き
、
事
前
の
準
備
・
用

意
の
役
目
を
果
た
す
応
用
地
理
学
と
い
え
よ
う
（
源 

二
〇
〇
〇
、
三
八
）。
兵
要
地

誌
（
理
）
の
研
究
・
調
査
結
果
の
成
果
を
整
理
し
、
ま
と
め
た
資
料
は
、「
○
○
（
地

域
名
）
兵
要
地
誌
概
説
」、「
○
○
兵
要
地
誌
資
料
」、「
○
○
兵
要
地
誌
調
査
報
告
」

な
ど
の
名
称
が
内
容
・
調
査
法
の
異
同
に
よ
り
付
さ
れ
て
い
る
。
様
々
の
名
称
を
一

括
し
て
示
す
用
語
と
し
て
兵
要
地
誌
類
を
本
章
で
は
用
い
る
。 

 

対
象
と
し
て
い
る
主
題
は
、
兵
要
地
誌
を
は
じ
め
と
し
、
兵
要
航
空
、
兵
要
気
象
、

兵
要
衛
生
、
作
戦
用
地
図
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
（
源 

二
〇
〇
〇
、
三
七
―
三
八
）。

た
だ
し
、
本
解
題
で
は
作
戦
用
地
図
（
兵
要
地
誌
図
）
に
は
言
及
し
な
い
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

  
１ 
は
じ
め
に 

四
．
兵
要
地
誌
類
関
係
資
料
の
解
題

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

源 

昌
久 

 

 

こ
こ
数
年
、
筆
者
は
わ
が
国
に
お
け
る
軍
事
と
地
理
学
と
の
結
び
つ
き
に
関
す
る

考
察
を
行
い
、
研
究
論
文
を
発
表
し
て
い
る
（
源 

二
〇
〇
〇
、
源 

二
〇
〇
二
、
源 

二
〇
〇
四
）。
そ
の
過
程
に
お
い
て
論
考
の
ひ
と
つ
の
目
的
は
、
兵
要
地
誌
類
が
ど
の

よ
う
な
調
査
要
領
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
根
拠
に
し
て
調
製
（
作
成
）
さ
れ
て
い
る
の
か

を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
現
在
ま
で
に
左
記
の
よ
う
な
六
点
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

見
出
し
、
検
討
を
加
え
た
（
刊
行
年
順
）。 

 

渡
辺
氏
の
所
蔵
資
料
を
調
査
す
る
段
階
で
、
靖
国
偕
行
文
庫
（
２
）
を
訪
問
し
た
。

文
庫
の
蔵
書
目
録
（
冊
子
体
）
を
検
索
す
る
と
、
大
本
営
陸
軍
部
［
著
］『
兵
要
地
理

資
源
調
査
報
告
例
規
』（
一
九
四
四
年
五
月
刊
）（
以
下
、『
報
告
例
規
』
と
略
す
）（
本

章
で
は
靖
国
偕
行
文
庫
所
蔵
本
を
示
す
）
を
偶
然
に
見
出
し
た
。『
報
告
例
規
』
は
、

筆
者
が
兵
要
地
誌
類
調
製
（
作
成
）
の
た
め
の
調
査
要
領
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
考
察
し

て
い
る
中
で
、
タ
イ
ト
ル
（
正
確
に
は
近
似
）
の
み
を
存
知
し
、
現
（
原
）
物
資
料
を

見
出
せ
な
か
っ
た
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
本
書
を
閲
覧
す
る
と
、
渡
辺
正
氏
の
蔵

書
印
（
図
１
）、
偕
行
社
の
寄
贈
者
印
（
図
２
）
お
よ
び
渡
辺
氏
に
よ
る
と
推
測
さ
れ

る
書
き
込
み
が
文
中
に
見
ら
れ
た
。 

（
五
）
大
本
営
陸
軍
部
［
著
］『
兵
要
地
理
調
査
参
考
諸
元
表
（
其
ノ
一
）』（
一
九
四

五
年
五
月
刊
）（
以
下
、

考
諸
元
表
』
と
略
す
） 

『
参

（
六
）
石
井
部
隊 

井
上
少
佐[

著]

『
教
育
資
料 

兵
要
地
誌
調
査
研
究
ノ
着
眼
』（
出

版
年
不
明
） 

（
四
）
北
支
那
方
面
軍
司
令
部
［
著
］『
昭
和
十
五
年
度
北
支
那
方
面
軍
兵
要
地
誌
調

査
計
画
』（
一
九
四
〇
年
刊
） 

（
三
）
関
東
軍
司
令
部
［
著
］『
昭
和
十
三
年
度
関
東
軍
兵
要
地
誌
調
査
計
画
』（
一

九
三
八
年
二
月
刊
） 

（
二
）
関
東
軍
参
謀
部
［
著
］『
関
東
軍
兵
要
地
誌
調
査
参
考
書
』（
一
九
三
六
年
六
月

刊
） 

（
以
下
、『
地
誌
調
査
参
考
書
』
と
略
す
） 

（
一
）
関
東
軍
司
令
部
［
著
］『
兵
要
地
誌
資
料
調
査
規
程
』（
一
九
三
六
年
二
月
刊
）

（
以
下
、『
調
査
規
程
』
と
略
す
） 

渡
辺
氏
所
蔵
資
料
の
内
、「
兵
要
地
誌
類
に
関
す
る
資
料
」
に
つ
い
て
の
解
題
を 
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図１ 渡辺氏の蔵書印
「渡邊藏書」 

図２ 偕行社*の寄贈者印 
*本章末の注２を参照 

 

本
節
で
は
、
渡
辺
氏
所
蔵
資
料
に
関
し
て
高
木
勲
が
「
兵
要
地
理
資
料
集
録
（
渡

邊
正
氏
資
料
）
解
説
」
中
（
本
書
第
六
四
―
六
六
頁
）
に
お
い
て
言
及
さ
れ
た
事
項
に

重
複
し
な
い
よ
う
に
兵
要
地
誌
類
関
係
資
料
に
つ
い
て
の
べ
て
み
た
い
。 

 

本
節
で
は
、
渡
辺
氏
所
蔵
資
料
に
関
し
て
高
木
勲
が
「
兵
要
地
理
資
料
集
録
（
渡

邊
正
氏
資
料
）
解
説
」
中
（
本
書
第
六
四
―
六
六
頁
）
に
お
い
て
言
及
さ
れ
た
事
項
に

重
複
し
な
い
よ
う
に
兵
要
地
誌
類
関
係
資
料
に
つ
い
て
の
べ
て
み
た
い
。 

 

本
資
料
は
、
標
題
の
文
書
（「
陸
軍
」
の
用
箋
一
枚
）
の
他
に
「
兵
要
地
理
調
査
ノ

要
領
」（
同
三
枚
）、「
兵
要
地
理
的
研
究
資
料
ノ
発
刊
物
ノ
概
要
ニ
就
テ
」（
同
二
枚
）、

「
兵
要
地
誌
調
製
書
類
目
録
ノ
一
例
」（
同
四
枚
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。 

 

本
資
料
は
、
標
題
の
文
書
（「
陸
軍
」
の
用
箋
一
枚
）
の
他
に
「
兵
要
地
理
調
査
ノ

要
領
」（
同
三
枚
）、「
兵
要
地
理
的
研
究
資
料
ノ
発
刊
物
ノ
概
要
ニ
就
テ
」（
同
二
枚
）、

「
兵
要
地
誌
調
製
書
類
目
録
ノ
一
例
」（
同
四
枚
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。 

担
当
す
る
者
と
し
て
さ
ら
に
、
今
ま
で
の
研
究
経
緯
か
ら
渡
辺
氏
の
手
沢
本
と
思
わ

れ
る
『
報
告
例
規
』
に
注
目
し
た
い
。
本
章
で
は
、
渡
辺
氏
所
蔵
資
料
の
内
、「
兵
要

地
誌
類
に
関
す
る
資
料
」
の
解
題
と
併
せ
て
『
報
告
例
規
』
の
考
察
を
試
み
た
い
。 

担
当
す
る
者
と
し
て
さ
ら
に
、
今
ま
で
の
研
究
経
緯
か
ら
渡
辺
氏
の
手
沢
本
と
思
わ

れ
る
『
報
告
例
規
』
に
注
目
し
た
い
。
本
章
で
は
、
渡
辺
氏
所
蔵
資
料
の
内
、「
兵
要

地
誌
類
に
関
す
る
資
料
」
の
解
題
と
併
せ
て
『
報
告
例
規
』
の
考
察
を
試
み
た
い
。 

文
書
中
の
「
連
合
軍
最
高
」
司
令
部
防
諜
部
（
Ｃ
・
Ｉ
・
Ｓ
）
宛
（「
マ
ツ
シ
ュ
ー

ス
」
少
佐
「
ラ
リ
イ
」
少
佐
）」
に
つ
い
て
機
関
名
、
生
没
年
、
経
歴
の
調
査
を
行
っ

た
。「（
連
合
軍
最
高
）
司
令
部
防
諜
部
」
は
お
そ
ら
く
「
連
合
国
最
高
司
令
官
幕
僚

部
の
民
間
諜
報
局
（Civil 

Intelligence 
Section

（
３
））
」
で
あ
ろ
う
。「
マ
ツ

シ
ュ
ー
ス
」「
ラ
リ
イ
」
な
る

物
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
不
明
で
あ
る
。 

文
書
中
の
「
連
合
軍
最
高
」
司
令
部
防
諜
部
（
Ｃ
・
Ｉ
・
Ｓ
）
宛
（「
マ
ツ
シ
ュ
ー

ス
」
少
佐
「
ラ
リ
イ
」
少
佐
）」
に
つ
い
て
機
関
名
、
生
没
年
、
経
歴
の
調
査
を
行
っ

た
。「（
連
合
軍
最
高
）
司
令
部
防
諜
部
」
は
お
そ
ら
く
「
連
合
国
最
高
司
令
官
幕
僚

部
の
民
間
諜
報
局
（Civil 

Intelligence 
Section

（
３
））
」
で
あ
ろ
う
。「
マ
ツ

シ
ュ
ー
ス
」「
ラ
リ
イ
」
な
る

物
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
不
明
で
あ
る
。 

資
料
番
号
四
―
一
は
、
連
合
国
軍
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
か
ら
の
質
問
に
対
す
る

渡
辺
氏
自
身
の
回
答
で
あ
る
。 

資
料
番
号
四
―
一
は
、
連
合
国
軍
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
か
ら
の
質
問
に
対
す
る

渡
辺
氏
自
身
の
回
答
で
あ
る
。 

  

人

「
兵
要
地
理
調
査
ノ
要
領
」 人

「
兵
要
地
理
調
査
ノ
要
領
」 

「
兵
要
地
理
調
査
ニ
関
ス
ル
回
答
資
料
」 

「
兵
要
地
理
調
査
ニ
関
ス
ル
回
答
資
料
」 

文
書
中
の
（
一
）
前
言
の
文
言
は
、『
報
告
例
規
』
第
九
頁
の
第
二
篇
兵
要
地
理 

文
書
中
の
（
一
）
前
言
の
文
言
は
、『
報
告
例
規
』
第
九
頁
の
第
二
篇
兵
要
地
理 

資
料
番
号
四
―
一
「
兵
要
地
理
調
査
ニ
関
ス
ル
回
答
資
料
」 

資
料
番
号
四
―
一
「
兵
要
地
理
調
査
ニ
関
ス
ル
回
答
資
料
」 

  

２ 

渡
辺
氏
所
蔵
の
兵
要
地
誌
類
に
つ
い
て 

２ 

渡
辺
氏
所
蔵
の
兵
要
地
誌
類
に
つ
い
て 

 45



本
資
料
中
、
筆
者
に
と
り
注
目
す
べ
き
点
は
、（
Ｂ
）「
支
那
関
係
」
中
に
記
載
さ

れ
て
い
る
兵
要
地
誌
類
の
配
布
先
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
渡
辺
氏
は
「
各
省
兵
要

地
誌
」
に
つ
い
て
師
旅
団
ま
で
、「
作
戦
地
誌
資
料
」
に
つ
い
て
中
隊
ま
で
に
配
布
さ

れ
た
と
記
し
て
い
る
。
筆
者
の
調
査
の
範
囲
で
は
必
ず
し
も
こ
の
よ
う
に
は
見
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
関
東
軍
参
謀
部
［
著
］『
満
洲
北
部
孫
呉
辰
清
間
兵
要
地

誌
調
査
報
告
』（
一
九
三
八
年
七
月
刊
（
４
））
は
、
作
戦
地
誌
資
料
に
相
当
す
る
と
思

わ
れ
る
。
本
報
告
に
記
載
さ
れ
て
い
る
配
布
先
は
「
陸
軍
省
二 

参
謀
本
部
二
」
で

あ
る
（
関
東
軍
参
謀
部 

一
九
三
八:

捺
印
ノ
ン
ブ
ル
〇
〇
六
九
）。
作
戦
地
誌
資
料
の
配

布
先
（
配
布
区
分
）
が
資
料
に
し
ば
し
ば
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
点
検
す
る

と
、
渡
辺
氏
の
見
解
と
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
資
料
が
散
見
す
る
。 

（
二
）
の
一
の
文
言
の
出
典
は
不
明
で
あ
る
。
二
の
１
お
よ
び
２
は
、『
報
告
例

規
』
第
十
―
十
一
頁
第
二
篇 

第
二
章
用
兵
的
観
察
の
第
二
節
・
第
三
節
の
節
見
出

し
お
よ
び
そ
の
内
容
と
同
じ
で
あ
る
。
３
の
文
言
の
出
典
は
不
明
で
あ
る
。 

（
三
）
の
兵
要
地
理
調
査
諸
要
目 

其
一
の
文
言
は
、『
報
告
例
規
』
第
二
篇
第

三
章
か
ら
第
十
一
章
の
章
・
節･

款
の
各
見
出
し
と
ほ
ぼ
同
様
の
構
成
で
あ
る
。
其
二

の
文
言
は
、『
報
告
例
規
』
の
第
三
篇
兵
要
資
源
及
経
済
状
態 

第
一
章
兵
要
資
源
の

「
調
査
種
目
」
第
三
節
総
動
員
用
資
源
（
第
五
九
―
六
二
頁
）
中
の
（
調
査
種
目
）、

第
四
節
工
場
及
事
業
場
（
第
六
三
頁
）
お
よ
び
第
二
章
経
済
状
態
（
第
六
八
―
七
一
頁
）

の
第
二
節
の
（
小
）
見
出
し
に
類
似
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

第
一
章
通
則
の
一
、
二
と
同
様
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 

 
「
兵
要
地
誌
調
製
書
類
目
録
ノ
一
例
」 

「
兵
要
地
理
的
研
究
資
料
ノ
発
刊
物
ノ
概
要
ニ
就
テ
」 

本
リ
ス
ト
は
、
渡
辺
氏
の
記
憶
お
よ
び
同
氏
の
手
元
に
あ
る
資
料
で
作
成
さ
れ
て

い
る
。
筆
者
の
調
査
の
範
囲
で
は
、
其
一
支
那
に
記
載
さ
れ
て
い
る
資
料
の
刊
行
年

は
、
一
九
二
七
年
か
ら
一
九
四
四
年
ま
で
で
あ
る
。
其
二･

其
三
に
記
載
さ
れ
て
い
る

大
部
分
の
資
料
は
、
筆
者
未
見
で
あ
る
。 

 

内
容
全
体
が
『
報
告
例
規
』
と
類
似
し
て
い
る
。
類
似
点
に
つ
い
て
の
検
討
は
後

述
す
る
。 

資
料
番
号
五
―
一
「
日
本
本
土
兵
要
地
誌
調
査
要
領
に
対
す
る
私
見
」 

一
九
四
九
年
六
月
付
け
で
第
一
復
員
省
に
お
け
る
上
司
へ
提
出
し
た
文
書
と
の

こ
と
で
あ
る
。
敗
戦
後
、
約
四
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
こ
の
時
期

に
日
本
の
本
土
に
つ
い
て
の
兵
要
地
誌
調
査
要
領
に
関
す
る
考
え
方
を
自
国
の
官
庁

に
提
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
渡
辺
氏
は
（
一
）
の
二
中
で
「
戰
爭
並
び
に
作
戰
指

導
上･･･

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。」
と
の
べ
て
い
る
。 

こ
の
文
言
は
、『
報
告
例
規
』
第
二
篇
第
一
章
通
則
一
（
第
九
頁
）
と
近
似
し
て
い

る
。 （

一
）
の
一
、（
二
）、（
三
）
は
、
典
拠
の
文
献
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。（
三
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
意
見
は
、
重

で
あ
る
。 

要

 

資
料
番
号
五
―
二
「
兵
要
地
誌
保
管
目
録
」 

本
資
料
の
原
本
（
手
書
き
）
の
コ
ピ
ー
に
は
表
紙
に
「
兵
要
地
誌
調
査
要
目
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
本
文
の
は
じ
め
の
文
言
に
は
、「
兵
要
地
誌
調
査
要
領
ノ
参
考
」
と

記
載
さ
れ
て
い
る
。 

本
目
録
（
リ
ス
ト
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
資
料
五
十
点
中
、
二
十
二
点
は
資
料
番

号
四
―
一
中
の
「
兵
要
地
誌
調
製
書
類
目
録
ノ
一
例
」
に
既
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

資
料
番
号
五
―
四
「
調
査
要
項
」
お
よ
び
資
料
番
号
五
―
五
「
別
冊 

作
戦
に
関

資
料
番
号
五
―
三
「
兵
要
地
誌
調
査
要
目
」 
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本
資
料
は
対
象
地
域
を
日
本
に
置
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
他
の
資
料
と
異
な
っ

て
い
る
。
第
一
章
の
小
見
出
し
中
に
「
用
兵
的
観
察
」、「
各
章
共
に
そ
の
軍
事
的
特

性
を
述
べ
且
つ
調
査
事
項
中
の
主
な
る
も
の
に
つ
き
詳
述
す
る
（
以
下
同
じ
）」
な
る

文
言
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
見
出
し
の
み
の
列
挙
な
の
で
、
内
容
に
つ
い

て
の
検
討
は
難
し
い
。 

資
料
番
号
五
―
四
に
は
第
一
章 

第
二
節
用
兵
的
観
察
、
第
四
節 

海
岸
防
備
な

ど
兵
要
地
誌
に
お
い
て
対
象
と
す
る
事
項
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。 

両
資
料
共
に
ほ
と
ん
ど
見
出
し
の
み
を
列
挙
し
、
内
容
を
詳
述
し
て
い
な
い
。
両

資
料
を
比
較
す
る
と
、
近
似
し
て
い
る
部
分
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

異
な
っ
て
い
る
点
も
見
出
さ
れ
る
。 

資
料
番
号
五
―
四
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
氏
は
二
〇
〇
四
年
一
一
月
二
八
日
に
開
催

さ
れ
た
編
集
会
議
の
席
上
、
渡
辺
氏
自
身
が
執
筆
し
た
も
の
と
発
言
さ
れ
た
。
資
料

番
号
五
―
五
に
つ
い
て
、
同
氏
は
同
会
議
の
席
上
、
単
に
保
管
し
て
い
た
資
料
で
あ

る
と
の
べ
ら
れ
た
。 

資
料
番
号
五
―
五
に
は
第
二
章
用
兵
的
観
察
、
第
三
章
の
八 

水
中
聴
音
及
び
泉

水
に
関
す
る
状
況
な
ど
兵
要
地
誌
に
お
い
て
対
象
と
す
る
事
項
が
い
く
つ
か
見
ら
れ

る
。
本
資
料
の
巻
末
に
「（
省
略
）」
と
の
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
他
の
文
献
を
引

用
し
て
作
成
さ
れ
た
資
料
の
た
め
か
。 

す
る
地
理
的
重
要
事
項
」 

資
料
番
号
五
―
六
「
兵
要
日
本
地
理
総
目
次
」 

   

『
報
告
例
規
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
他
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
例

を
紹
介
し
よ
う
。 

文
言
中
の
資
料
名
は
「
並
国
防
用
」
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
参
謀
本
部
（
件
名
）

「
兵
要
地
理
並
国
防
用
資
源
調
査
報
告
例
規
一
部
改
正
之
件
」（
５
）
に
お
い
て
も
「
並

国
防
用
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
資
料
に
「
昭
和
十
年
十
五
日
調
製
兵
要
地
理
並

国
防
用
資
源
調
査
報
告
例
規･･･

」
と
の
記
載
が
あ
る
。『
調
査
規
程
』
の
刊
年
、
一

九
三
六
年
を
も
勘
案
す
る
と
、『
兵
要
地
理
並
国
防
用
資
源
調
査
報
告
例
規
』
は
一
九

三
五
年
に
は
じ
め
て
調
製
さ
れ
た
と
み
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。 

本
資
料
の
第
一
総
則
の
七
に
お
い
て
「
調
査
並
報
告
様
式
ハ
兵
要
地
理
並
国
防
用

．
．
．
．

資
源
調
査
報
告
例
規
ニ
依
ル
外
別
冊
関
東
軍
兵
要
地
誌
調
査
参
考
書
ニ
依
ル
モ
ノ
ト

ス
」（
関
東
軍
司
令
部 

一
九
三
六
、
三
）（
傍
点
筆
者
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
調
査
規

程
』
は
関
東
軍
の
兵
要
地
誌
的
作
戦
準
備
資
料
の
調
査
報
告
を
調
製
す
る
際
に
活
用

さ
れ
た
。
筆
者
は
、
本
資
料
が
細
目
を
規
定
す
る
の
で
は
な
く
、
全
体
を
通
じ
て
準

備
行
動
向
け
の
総
論
的
性
格
が
強
い
よ
う
に
思
え
る
（
源 

二
〇
〇
四
、
二
〇
八
）。 

『
報
告
例
規
』
の
例
言
に
「
昭
和
十
三
年
二
月
一
日
参
謀
本
部
調
製
兵
要
地
理
資

源
調
査
報
告
例
規
ハ
之
ヲ
廃
止
ス
」（
大
本
営
陸
軍
部 

一
九
四
四
、［
表

オ
モ
テ

表
紙
裏
］）

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
一
九
三
六
年
三
月
か
ら
一
九
三
八
年
一
月

ま
で
の
期
間
に
『
兵
要
地
理
並
国
防
用
資
源
調
査
報
告
例
規
』
は
「
並
国
防
用
」
が

削
除
さ
れ
『
兵
要
地
理
資
源
調
査
報
告
例
規
』
に
名
称
変
更
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な

（
一
）『
調
査
規
程
』 

１ 

『
報
告
例
規
』 

 

３ 

『
報
告
例
規
』
と
渡
辺
氏
所
蔵
資
料
と
の
比
較 
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本
資
料
に
「
本
書
以
外
ノ
事
項
特
ニ
国
防
用
資
源
及
占
領
地
統
括
資
料
ノ
調
査
ニ

関
シ
テ
ハ
調
査
報
告
例
規
ニ
依
ル
ヲ
要
ス
」（
関
東
軍
参
謀
部 

一
九
三
六
、
一
）
と

記
さ
れ
て
い
る
。「
調
査
報
告
例
規
」
は
『
兵
要
地
理
並
国
防
用
資
源
調
査
報
告
例
規
』

あ
る
い
は
『
報
告
例
規
』
で
あ
ろ
う
。 

か
ろ
う
か
。
理
由
に
つ
い
て
は

時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。 

『
地
誌
調
査
参
考
書
』
は
、
兵
要
地
誌
調
査
の
た
め
に
必
要
と
思
わ
れ
る
事
項
を

収
集
し
記
載
す
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る
。 

 

第
一
章
通
則 

第
二
章
用
兵
的
観
察 

第
三
章
地
形
及
地
質 

第
四
章
気
象 

第
五
章
交
通 

第
六
章
通
信 

第
七
章
航
空 

第
八
章
衛
生 

第
九
章
住
民

地
及
住
民 

第
十
章
宿
営
及
給
養 

第
十
一
章
要
塞 

第
四
篇 

占
領
地
統
治
資
料 

第
三
篇 

兵
要
資
源
及
経
済
状
態 

第
二
篇 

兵
要
地
理 

第
一
篇 

総
則 

『
報
告
例
規
』
の
書
誌
的
デ
ー
タ
を
つ
ぎ
に
の
べ
て
み
よ
う
。 

（
頁
数
）
例
言
［
一
頁
］ 

目
次
第
一
頁
―
第
三
頁 

［
本
文
］
第
一
頁
―
第
八

六
頁 

附
図
［
二
］
図 

附
表
［
八
］
枚
、（
大
き
さ
（
高
さ
））
十
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル 

（
出
版
地
）［
東
京
］ 

（
出
版
者
）［
大
本
営
陸
軍
部
］ 

 

現

（
二
）『
地
誌
調
査
参
考
書
』 

第
一
章
兵
要
資
源 

第
二
章
経
済
状
態 

（
内
容
）
構
成 

（
機
密
度
に
関
す
る
語
句
）
極
秘 

本
書
の
用
途
は
例
言
に
、「
本
例
規
ハ
兵
要
地
理
、
資
源
及
経
済
状
態
並
ニ
占
領

地
統
治
ノ
基
礎
タ
ル
ベ
キ
重
要
事
項
ニ
就
キ
軍
司
令
部
（
之
ニ
準
ズ
ル
調
査
機
関
）
ノ

調
査
並
ニ
報
告
要
領
ニ
関
シ
一
般
ノ
基
準
ヲ
示
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
ス･･･

」（
大
本
営
陸

軍
部 

一
九
四
四
、
表

オ
モ
テ

表
紙
裏
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
例
言
お
よ
び
（
内

容
）
か
ら
も
推
察
で
き
る
よ
う
に
、
兵
要
地
理
、
資
源
・
経
済
状
況
、
占
領
地
統
治

に
つ
い
て
の
重
要
な
情
報
に
関
す
る
調
査
お
よ
び
報
告
要
領
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

で
あ
る
。 

本
書
の
内
容
に
関
す
る
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、
占
領
地
統
治
資
料
（
第
四
篇
）
に
関

す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
記
事
は
、
現
在
ま
で
に

見
出
し
た
六
点
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
中
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
く
、独
自
で
あ
る
。な
お
、

附
表
第
三 

某
地
方

某

地 

作
戦
用
資
源
（
総
動

用
資
源
）
調
査
表 

員

附
表
第
四
（
何
地
）
運
搬
材
料
調
査
表 

附
表
第
二
其
ノ
三 

地
上
風
向
頻
度
百
分
率

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

附
表
第
二
其
ノ
二 

六
月
高
層
気
象
統
計
表
表(

自
一
九
三
三
年

★
★
★
★
★
年)

一
年
間 

附
表
第
一
其
ノ
三 

満
洲
国
新
度

衡
概

表 

量

見

附
表
第
二
其
ノ
一 

気
象
統
計
表(

自
一
九
〇
六
年

至
一
九
二
八
年)

二
三
年
間
統
計 

附
表
第
一
其
ノ
ニ 

蘇
聯
邦
度
量
衡 

附
表
第
一
其
ノ
一 

度
量
衡
概
見
表 

附
図
第
二 

河
北
省
内
資
源
生
産
消
費
及
流
動
景
況
図 

附
図
第
一 

兵
要
地
誌
図
図
式 

第
一
章
住
民
、
教
育
、
思
想
及
宗
教 

第
二
章
行
政
及
司
法 

第
三
章
財
政
経

済
並
ニ
資
源
獲
得 

第
四
章
交
通
及
通
信 

第
五
章
宣
伝 

第
六
章
外
国
勢
力 
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本
土
上
陸
防
御
用
の
国
内
兵
要
地
誌
向
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
関
し
て
は
、『
参
考
諸
元
表
』

が
あ
る
（
源 

二
〇
〇
〇
、
三
八
）。
本
土
上
陸
防
御
用
の
国
内
兵
要
地
誌
類
例
と
し

て
、『
大
島
（
６
）』、
他
に
資
料
番
号
四
―
一
中
の
「
兵
要
地
誌
調
製
書
類
目
録
ノ
一

例
」
の
其
四
、
日
本
本
土
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
書
物
（
筆
者
未
見
）
が
あ
る
。 

渡
辺
氏
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
『
報
告
例
規
』
へ
の
書
き
込
み
の
い
く
つ
か
を
紹
介

す
る
。 

『
報
告
例
規
』
と
資
料
番
号
四
―
一
中
の
「
兵
要
地
理
調
査
ノ
要
領
」・
五
―
一

「
日
本
本
土
兵
要
地
誌
調
査
要
領
に
対
す
る
私
見
」
と
の
比
較
同
定
に
つ
い
て
は
既

述
の
と
お
り
で
あ
る
。 

（
ｄ
）
第
七
十
九
頁 

「
第
四
篇 

占
領
地
統
治
資
料
」
の
箇
所
の
上
部
に
「
以

下
全
部
不
要
」
が
赤
字
で
書
き
込
み
さ
れ
て
い
る
。 

（
ｃ
）
第
三
篇
第
一
章
の
第
五
十
―
五
十
一
頁 

「
様
式
附
表･･･

」
が
全
て
一

本
線
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
。 

 

（
ｂ
）
第
四
十
八
頁 

篇
見
出
し
「
第
三
篇
兵
要
資
源
及
経
済
状
態
」
が
二
本
の

赤
線
で
抹
消
さ
れ
、「
ニ
」（
赤
字
）
が
付
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
第
一

章
兵
要
資
源
」
の
「
第
一
章
」
が
一
本
線
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
。 

（
ａ
）
第
一
頁 

篇
見
出
し
「
第
一
篇 

総
則
」
の
上
に
「
兵
要
地
誌
□
□
要
領
」

と
鉛
筆
に
よ
る
書
き
込
み
。 

２ 

『
報
告
例
規
』
と
渡
辺
氏
所
蔵
資
料
と
の
比
較 

 

こ
こ
で
は
資
料
番
号
五
―
三
「
兵
要
地
誌
調
査
要
目
」
と
の
同
定
識
別
を
試
み
た

い
。『
報
告
例
規
』
の
（
内
容
）
構
成
（
本
書
第
四
八
頁
）
と
資
料
番
号
五
―
三
の
篇
・

章
見
出
し
と
を
比
較
し
て
み
よ
う
。『
報
告
例
規
』
の
篇
数
が
一
篇
分
、
多
い
（
総
則

が
あ
る
の
で
）。『
報
告
例
規
』
第
二
篇
第
九
章
の
見
出
し
が
「
都
邑
」（
第
一
篇
第
九

章
）
と
変
更
さ
れ
て
い
る
（
７
）。
こ
れ
ら
の
点
を
除
け
ば
同
じ
で
あ
る
。 

本
資
料
の
作
成
経
緯
を
高
木
は
、「･･･

渡
辺
氏
の
発
案
で
地
理
学
者
に
作
成
さ
せ

た
。」（
本
書
第
六
五
頁
）
と
記
し
て
い
る
。
前
述
の
点
か
ら
資
料
番
号
五
―
三
は
『
報

告
例
規
』
の
第
二
篇
お
よ
び
第
三
篇
に
拠
っ
て
い
る
。
部
分
的
に
省
略
し
た
箇
所
が

み
ら
れ
る
が
、
ほ
ぼ
全
面
的
に
『
報
告
例
規
』
を
引
き
写
し
た
も
の
と
判
断
し
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。 

資
料
番
号
五
―
三
に
お
い
て
は
第
四
篇
以
下
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、

『
報
告
例
規
』
中
の
渡
辺
氏
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
書
き
込
み
の 

（
ｄ
）
と
符
合
す

る
。 資

料
番
号
五
―
三
の
第
二
篇
第
一
章
の
「
作
戦
用
資
源
調
査
表
」
の
下
に
唐
突
に

「
様
式
附
表
第
三
」
と
記
載
さ
れ
、
他
の
調
査
表
の
下
に
は
指
示
が
な
い
。
こ
れ
は

（
ｃ
）
に
符
合
す
る
。 

「
兵
要
地
誌
に
関
す
る
資
料
」
の
内
、
資
料
番
号
五
―
三
が
、
戦
中
と
戦
後
数
年
間

に
お
い
て
軍
隊
と
地
理
学
と
の
関
連
上
、
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
か
を
知
る
上
で

の
手
掛
り
を
提
供
す
る
こ
と
を
述
べ
て
、
本
章
の
結
語
に
代
え
る
。 

資
料
番
号
五
―
三
の
第
二
篇
第
一
章
の
第
一･

二
・
三
・
四
節
に
お
け
る
各
々
の

見
出
し
の
後
に
「
本
文
略
」（
計
四
箇
所
）
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
原
拠
と
す

る
資
料
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

両
資
料
の
款
以
下
の
内
容
記
述
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。 

 

 
４ 

お
わ
り
に 
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資
料
番
号
五
―
三
「
兵
要
地
誌
調
査
要
目
」
の
作
成
経
緯
に
つ
い
て
、
高
木
は
「
折

角
企
画
し
た
本
土
の
兵
要
地
誌
も
、敗
戦
で
日
の
目
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

何
と
か
こ
の
思
想
と
遺
産
を
後
世
に
遺
さ
ん
と
渡
辺
氏
の
発
案
で
地
理
学
者
に
作
成

さ
せ
た
。・
・
・
連
合
軍
司
令
部
に
も
提
出
さ
れ
た
」（
本
書
第
六
五
頁
）
と
の
べ
て

い
る
。
原
本
（
日
付
不
詳
）
の
コ
ピ
ー
で
は
「
参
謀
本
部 

渡
辺
少
佐
記
述
」
と
表

紙
に
自
筆
（
推
量
）
で
手
書
き
さ
れ
て
い
る
。
本
章
三
で
筆
者
が
の
べ
た
よ
う
に
、

資
料
番
号
五
―
三
の
構
成
・
内
容
は
、『
報
告
例
規
』
の
部
分
を
原
拠
と
し
て
い
る
。

『
報
告
例
規
』
は
、
戦
中
に
大
本
営
陸
軍
部
に
お
い
て
調
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

遡
及
す
れ
ば
、
一
九
三
五
年[

参
謀
本
部]
が
調
製
し
た
資
料
に
ま
で
到
達
す
る
可
能

性
が
あ
る
。戦
前
に
作
成
さ
れ
た
兵
要
地
誌
資
料
が
間
接
的
に
連
合
軍
総
司
令
部（
Ｇ

Ｈ
Ｑ
）
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。 

 

両
資
料
（
本
文

テ
ク
ス
ト

）
の
差
異
を
検
討
す
る
際
、
ど
の
箇
所
が
加
除
さ
れ
た
の
か
を
見

極
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
作
成
者
の
特
質
や
意
識
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
。 

資
料
番
号
五
―
三
は
、『
報
告
例
規
』
の
第
一
篇
、
第
四
篇
、
附
図
お
よ
び
附
表

を
全
て
削
除
し
て
い
る
。『
報
告
例
規
』
の
本
文

ほ
ん
ぶ
ん

（
図･

表
を
除
く
）
中
、
約
八
割
（
総

頁
数
八
六
頁
中
七
〇
頁
）
が
引
き
写
さ
れ
て
、
約
二
割
が
削
除
さ
れ
た
。
既
述
し
た
よ

う
に
削
除
の
箇
所
の
内
、
第
四
篇
つ
ま
り
占
領
地
統
治
資
料
に
関
す
る
内
容
は
、
固

有
の
も
の
あ
る
。 

敗
戦
後
、
占
領
地
を
失
っ
た
国
に
と
り
、
占
領
地
統
治
資
料
に
関
す
る
地
理
的
知

識
は
無
用
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
占
領
側
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
に
と
り
戦
時
中
の
日
本

軍
の
統
治
方
針
を
知
る
上
で
も
、
そ
れ
は
有
用
な
情
報
で
は
な
か
ろ
う
か
。
削
除
部

分
は
資
料
番
号
五
―
三
の
作
成
者
の
選
択
に
か
か
っ
て
い
た
。
作
成
者
が
あ
る
意
思

を
も
っ
て
削
除
し
た
と
い
う
考
え
方
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
戦
中
と
戦
後
に
お

け
る
兵
要
地
誌
（
理
）
資
料
の
記
載
内
容
の
連
続
・
不
連
続
を
検
討
す
る
こ
と
は
、

当
時
の
地
理
思
想
を
窺
う
時
に
ひ
と
つ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
で
あ
ろ
う
。 

（
１
）
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室
は
、「
兵
要
地
誌
」
を
「
作
戦
・
軍
事
上
の
見
地
か

ら
、
必
要
な
地
形
・
地
勢･

気
象
。
人
文
・
産
業
産
物
等
に
関
す
る
調
査
及
び
研

究
を
行
っ
た
資
料
を
書
類
と
し
た
も
の
。」
と
定
義
し
て
い
る
（
防
衛
庁
防
衛
研
修

所
戦
史
室 

一
九
八
〇
、
三
八
四
）。
こ
こ
で
は
、
地
理
学
と
の
関
連
に
つ
い
て
直

接
的
に
触
れ
て
い
な
い
。 

 

（
５
）
本
資
料
は
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ド:C20010042013

で
あ
る
。 

（
４
）
本
報
告
は
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ド:C20010033834

で
あ
る
。 

（
２
）
本
文
庫
は
、
一
九
九
九
年
十
月
、
東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
三
―
一
―
一 

靖
国

神
社
内 

靖
国
会
館
一
階
に
開
設
さ
れ
た
専
門
図
書
館
で
あ
る
。
蔵
書
構
成
は
、

日
本
近
代
軍
事
史
、
神
道
関
係
の
図
書
・
資
料
が
主
体
で
あ
る
。
渡
辺
氏
旧
蔵
資

料
は
、
偕
行
社
（
陸
軍
将
校
Ｏ
Ｂ
の
親
睦
団
体
）
に
一
旦
、
寄
贈
さ
れ
た
後
に
本

文
庫
へ
奉
納
さ
れ
た

 

も
の
で
あ
る
。

（
３
）「
Ｃ
・
Ｉ
・
Ｓ
」
は
、Counter Intelligence Section

（
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
陸
軍

幕
僚
部
）
の
頭
字
語
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
連
合
国
最
高
司
令
官
幕
僚

部
の
民
間
諜
報
局
で
あ
ろ
う
。 

注 
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（
７
）
本
書
に
は
表
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
原
本
コ
ピ
ー
を
見
る
と
、「
第
九
章 

住
民

地
及
住
民
」（
手
書
き
）
が
線
で
抹
消
さ
れ
、「
都
邑
」
と
記
入
さ
れ
て
い
る
。 

参
謀
本
部 

一
九
四
四
．『
大
島
』
参
謀
本
部
． 

関
東
軍
司
令
部 

一
九
三
六
．『
兵
要
地
誌
資
料
調
査
規
程
』
関
東
軍
司
令
部
． 

関
東
軍
参
謀
部 

一
九
三
八
．『
満
洲
北
部
孫
呉
辰
清
間
兵
要
地
誌
調
査
報
告
』
関
東
軍

参
謀
部
． 

関
東
軍
参
謀
部 

一
九
三
六
．『
関
東
軍
兵
要
地
誌
調
査
参
考
書
』
関
東
軍
参
謀
部
． 

大
本
営
陸
軍
部 

一
九
四
四
．『
兵
要
地
理
資
源
調
査
報
告
例
規
』
大
本
営
陸
軍
部
． 

（
６
）
本
書
の
書
誌
的
デ
ー
タ
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。 

（
機
密
度
に
関
す
る
語
句
）
極
秘 

（
責
任
表
示
）
参
謀
本
部 

 
本
書
の
一
、
判
決[

結
論]

の
項
に
「
野
増
村
間
伏
北
方
砂
浜
ヲ
敵
舟
艇
群
上
陸
ニ

対
ス
ル
重
点
準
備
地
ト
ナ
シ
島
内
ノ
他
所
ニ
一
部
上
陸
シ
タ
ル
際
ニ
於
テ
モ
波

浮
港
ヲ
確
保
シ
以
テ
敵
ノ
基
地
設
定
ヲ
挫
折
セ
シ
ム
ル
ヲ
要
ス
」（
参
謀
本
部 

一

九
四
四
、
一
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
目
的
に
そ
っ
て
本
書
は
調
製
さ

れ
て
い
る
。 

（
頁
数
）[
本
文]
三
八
頁 

[

附
図]

［
一
］
図:

（
大
き
さ
（
高
さ
））
二
一
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
（
伊
豆
諸
島
兵
要
地
誌
資
料
其
ノ
一
） 

（
出
版
者
）[

参
謀
本
部] 

一
九
四
四
年
三
月
刊 

（
出
版
地
）［
東
京
］ 

文
献 

 

防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室 

一
九
八
〇
．『
陸
海
軍
年
表
―
付
・
兵
語
・
用
語
の
解
説
』

朝
雲
新
聞
社
． 

大
本
営
陸
軍
部 

一
九
四
五
．『
兵
要
地
理
調
査
参
考
諸
元
表
（
其
ノ
一
）』
大
本
営
陸
軍

部
． 

源 

昌
久 

二
〇
〇
四
．
関
東
軍
の
兵
要
地
誌
類
作
成
過
程
に
関
す
る
一
考
察
、
書
誌
学

的
研
究
．
淑
徳
大
学
社
会
学
部
研
究
紀
要
．
三
八
、
二
〇
三
―
二
一
八
． 

源 

昌
久 

二
〇
〇
二
．
石
井
（
七
三
一
）
部
隊
と
兵
要
地
誌
に
関
す
る
一
考
察
―
書
誌

学
的
研
究
．
淑
徳
大
学
社
会
学
部
研
究
紀
要
．
三
六
、
二
〇
九
―
二
二
九
． 

源 

昌
久 

二
〇
〇
〇
．
わ
が
国
の
兵
要
地
誌
に
関
す
る
一
研
究
―
書
誌
学
的
研
究
．
空

間
・
社
会
・
地
理
思
想 

五
、
三
八
―
六
一
． 
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